
「じゃらん宿泊旅行調査2023」より

国内旅行の
 ビフォー　アフター
コロナ禍による縮小から本格的な回復が見られた2022年度の旅行市場。
定量データをもとに、コロナ禍から戻ったこと、戻らないこと、変わったことを整理する。

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
順
調
に
回
復 

２
・
３
月
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に

　
最
初
に
、
今
回
の
調
査
が
対
象
と
し
て

い
る
２
０
２
２
年
度
（
２
０
２
２
年
４
月

〜
２
０
２
３
年
３
月
）が
ど
ん
な
１
年
だ

っ
た
か
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
い
う
点
で
は
、
７
月

〜
９
月
の
第
７
波
、
10
月
〜
１
月
の
第
８

波
な
ど
１
年
を
通
じ
て
感
染
者
数
は
多
か

っ
た
も
の
の
、
２
０
２
１
年
度
ほ
ど
の
行

動
制
限
は
な
く
、
旅
行
件
数
は
全
体
的
に

回
復
し
た
。
と
く
に
２
０
２
３
年
の
２
月
、

３
月
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
２
０

１
８
年
度
と
比
べ
て
も

ほ
ぼ
全
回
復
に
近
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
２

０
２
２
年
10
月
か
ら
２

０
２
３
年
３
月
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た
全
国
旅

行
支
援
の
影
響
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
、
２
０
２
２

年
度
全
体
の
宿
泊
旅
行

実
施
率
や
年
間
平
均
旅

行
回
数
、
そ
こ
か
ら
推

定
さ
れ
る
延
べ
宿
泊
数

な
ど
の
デ
ー
タ
を
見
て

い
こ
う
（
図
１
）。

　
１
年
間
に
宿
泊
旅
行

を
実
施
し
た
人
の
割
合

を
表
す
宿
泊
旅
行
実
施
率
は
44
・
２
％
。コ

ロ
ナ
禍
影
響
が
全
く
な
か
っ
た
２
０
１
８

年
度
の
水
準
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
順

調
に
回
復
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
旅
行

を
実
施
し
た
人
が
年
に
何
回
旅
行
に
行
っ

た
か
を
表
す
年
間
平
均
旅
行
回
数
は
２
・

８
８
回
と
過
去
最
高
値
。
今
の
と
こ
ろ
は
、

旅
行
を
実
施
す
る
人
は
ま
だ
や
や
少
な
い

が
、
旅
行
に
行
っ
た
人
の
実
施
回
数
は
多

く
、
そ
の
こ
と
で
市
場
が
支
え
ら
れ
て
い

る
と
言
え
そ
う
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

延
べ
宿
泊
数
は
３
年
ぶ
り
に
２
億
人
を
突

破
。
２
０
１
８
年
度
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ

ス
16
・
5
％
ま
で
持
ち
直
し
た
。

旅
行
人
口
の
多
い
シ
ニ
ア
女
性
の 

戻
り
が
今
後
の
カ
ギ
と
な
る

　
宿
泊
旅
行
実
施
率
に
つ
い
て
性
・
年
代

別
に
見
た
デ
ー
タ
で
も
、
全
世
代
で
宿
泊

旅
行
実
施
率
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
（
図
２
）。
と
く
に
こ
の
１
年
で
目
立

つ
の
が
ヤ
ン
グ
／
ミ
ド
ル
女
性
の
回
復
で
、

と
も
に
前
年
と
比
べ
て
12
ポ
イ
ン
ト
以
上

伸
び
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
８
年
度
と

の
比
較
で
回
復
度
が
大
き
い
の
は
ヤ
ン
グ

男
性
と
ヤ
ン
グ
女
性
。
ヤ
ン
グ
男
性
は
マ

イ
ナ
ス
６
・
２
ポ
イ
ン
ト
、
ヤ
ン
グ
女
性

は
マ
イ
ナ
ス
８
・
１
ポ
イ
ン
ト
ま
で
回
復

し
て
い
る
。

　
一
方
で
戻
り
の
遅
さ
が
気
に
な
る
の
が

シ
ニ
ア
女
性
で
、
コ
ロ
ナ
前
に
56
・
8
％

だ
っ
た
実
施
率
は
ま
だ
４
割
未
満
。
人
口

デ
ー
タ
×
宿
泊
旅
行
実
施
率
×
平
均
回
数

で
推
計
し
た
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
で
見
る

と
、
ヤ
ン
グ
男
性
、
ヤ
ン
グ
女
性
は
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
戻
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
シ
ニ
ア
女
性
で
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
前

と
比
べ
て
１
０
０
０
万
人
も
少
な
い
（
図

３
）。
今
後
は
、
も
と
も
と
旅
行
人
口
の

多
か
っ
た
こ
の
層
の
回
復
具
合
が
、
旅
行

市
場
が
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
れ
る
か
ど

う
か
を
左
右
す
る
と
言
え
そ
う
だ
。

「
行
く
人
は
何
度
も
行
く
」が
市
場
を
支
え
る

若
年
層
は
回
復
、
シ
ニ
ア
女
性
は
戻
り
遅
く

実
施
率
は
若
年
層
を
中
心
に
大
き
く
回
復
、
平
均
旅
行
回
数
は
過
去
最
高
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
が
多
い
中
、

今
後
の
旅
行
市
場
を
左
右
し
か
ね
な
い
課
題
も
残
っ
た
。

図2  宿泊旅行実施率の推移（性・年代別）
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図3  延べ宿泊旅行者数の構成

1,739万人（24.0%）1,810万人（24.9%） 3,707万人（51.1%）

3,159万人（23.3%） 3,533万人（26.0%） 6,884万人（50.7%）

3,311万人（22.4%） 3,676万人（24.9%） 7,790万人（52.7%）

1,015万人
（14.0%）

910万人
（12.5%）

829万人
（11.4%）

1,807万人
（24.9%）

1,900万人
（26.2%）

795万人
（11.0%）

1,830万人
（13.5%）

1,586万人
（11.7%）

1,573万人
（11.6%）

3,453万人
（25.4%）

3,431万人
（25.3%）

1,703万人
（12.5%）

1,891万人
（12.8%）

1,645万人
（11.1%）

1,666 万人
（11.3%）

3,940万人
（26.6%）

3,850万人
（26.1%）

1,785万人
（12.1%）

延べ宿泊旅行者
1億4,777万人

延べ宿泊旅行者
1億3,575万人

延べ宿泊旅行者
7,256万人

延べ宿泊旅行者
8,231万人

延べ宿泊旅行者
1億2,064万人

年齢比&男女比

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

2,028万人（24.6%） 1,971万人（24.0%） 4,232万人（51.4%）
1,095万人
（13.3%）

1,008万人
（12.2%）

1,020万人
（12.4%）

2,017万人
（24.5%）

2,215万人
（26.9%）

876万人
（10.7%）

3,227万人（26.7%） 2,763万人（22.9%） 6,074万人（50.3%）
1,446万人
（12.0%）

1,581万人
（13.1%）

1,646万人
（13.6%）

2,917万人
（24.2%）

3,157万人
（26.2%）

1,317万人
（10.9%）

18〜34歳（ヤング）35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

22年度男女比

全体 18〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

22年度

21年度

20年度

19年度

18年度

17年度

16年度

15年度

14年度

13年度

44.2% 42.0% 
43.4%

50.0% 
56.2%

男性
女性

56.4％

53.6％

31.2％

34.1% 

57.5%

56.9%

56.4%

54.8%

55.6%

55.1%
61.4%

35.7%
39.1%

39.1% 
43.9%

56.2%
64.3%

53.5%
52.1%

31.4%
27.1%

33.3% 
31.0%

53.5%
56.2%

51.4%
52.9%

30.2%
29.2%

33.0%
31.4%

42.4%
39.9%

54.8%
56.8%

64.3%
54.1%

60.5%
54.8%

60.3%
51.7%

61.9%
53.8%

64.0%
51.3%

53.7%
55.3%

53.3%
55.5%

52.0%
53.8%

53.4%
54.8%

53.1%
56.3%

56.2%
58.5%

54.7%
56.1%

55.0%
55.6%

55.6%
58.6%

57.6%
60.3%

0 0 0 020 20 20 2040 40 40 4060 60 60 6080% 80% 80% 80%

202
3

調査概要
調査名 じゃらん宿泊旅行調査2023
調査方法 インターネットによる調査

調査対象時期 2022年4月～2023年3月
（調査実施は2023年4月）

調査内容
昨年度１年間に実施したすべての宿泊旅行（出張・帰省・修学
旅行などを除く）の行き先と回数について、また１人最大３件
までの個別宿泊旅行について、具体的な内容を調査した。

サンプル数 15,572件（うち、同居家族モニター33件）

集計・
分析手法
について

はじめに2022年10月1日現在の人口速報集計（総務省統計局
発表）および1次調査結果を用いて、全国の宿泊旅行者の母
集団を推計した。次に、2次調査の集計・分析にあたり、推
計された宿泊旅行者の母集団における都道府県別、性・年代
別構成比に基づいてウェイトバックを行い、構成比のずれを
補正している。また、60歳以上の登録モニター数が少ない府
県について、60歳以上の家族と同居している登録モニターに
代理回答を実施、2次調査の調査対象として追加した。

コロナで

 どうなった？

旅行市場
概観※22年度から18歳以上を対象とし、ヤング層の年齢区分は「18～34歳」に変更。　21年度以前は20歳以上を対象としていたため、ヤング層の年齢区分は「20～34歳」であった

図1　全国の宿泊旅行の実態

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

100

80

60

40

20

0

（%）（億人泊／億人／回）

0.5310 0.5031

0.2925 0.3176
0.4189

2.6416

2.78

56.4

2.70

53.6

2.48

31.2

2.59

34.1

2.88

44.2

2.4393

1.2687

1.5138

2.2049

延べ宿泊数（億人泊）
実宿泊旅行者数（億人）
宿泊旅行実施者の年間平均旅行回数（回）
宿泊旅行実施率（％）

15 September  2023 14



滞
在
・
お
こ
も
り
か
ら 

ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
へ
回
帰

　
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中

の
「
お
こ
も
り
旅
」に
よ
る
旅
館
ニ
ー
ズ

が
減
少
。
逆
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
コ
ロ

ナ
前
を
上
回
る
伸
び
と
な
っ
た
（
表
１
）。

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
も
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ホ
テ
ル
を
旅
の
拠
点
に
観
光
す
る
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
旅
」の
回
復
も
見
て
取
れ
る
。

　
一
次
交
通
手
段
は
、
他
人
と
の
接
触
が

避
け
ら
れ
る
マ
イ
カ
ー
ニ
ー
ズ
が
落
ち
着

い
て
コ
ロ
ナ
前
に
近
い
分
布
に
（
表
２
）。

そ
の
中
で
、
数
値
と
し
て
は
小
さ
い
が
微

増
傾
向
に
あ
る
の
が
「
新
幹
線
・
特
急
列

車
以
外
の
J
R
・
私
鉄
・
地
下
鉄
な
ど
」。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
近
場
へ
の
旅
が
微
増
し

て
い
る
の
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
同
行
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
少
人
数
化
し

た
の
が
戻
り
、「
そ
の
他
の
家
族
旅
行
」「
友

人
と
の
旅
行
」な
ど
複
数
人
旅
行
が
回
復
。

と
は
い
え
、
一
人
旅
比
率
が
相
変
わ
ら
ず

高
い
こ
と
か
ら
も
旅
の
個
人
化
は
今
後
も

続
く
と
予
測
さ
れ
、
複
数
人
旅
行
の
ト
レ

ン
ド
が
続
く
か
ど
う
か
は
要
注
意
だ
（
図
４
）。

素
泊
ま
り
、
長
期
旅
行
な
ど 

新
し
い
旅
の
傾
向
も

　
コ
ロ
ナ
禍
中
に
は
近
場
旅
行
が
増
え
、

泊
数
で
も
短
期
化
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、

２
０
２
２
年
度
は
２
泊
３
日
の
旅
が
増
加
。

１
回
の
旅
行
あ
た
り
の
宿
泊
数
は
ほ
ぼ
コ

ロ
ナ
前
と
同
様
の
分
布
に
戻
っ
た
（
表

３
）。
そ
の
中
で
注
目
は
、
６
泊
以
上
の

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
が
伸
び
て
い
る
こ
と
。
10

泊
以
上
の
超
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
が
増
え
た
前

年
度
か
ら
は
や
や
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
全
体
の
平
均
泊
数
を
押
し
上
げ
て
い

る
。
な
お
、
近
場
旅
行
が
ど
う
な
っ
た
か

を
居
住
県
内
・
県
外
旅
行
件
数
で
見
て
み

る
と
、
前
年
度
と
比
べ
て
県
外
旅
行
が
大

き
く
増
え
た
も
の
の
、
県
内
旅
行
に
つ
い

て
も
数
と
し
て
は
微
増
し
て
い
て
、
近
場

旅
の
ニ
ー
ズ
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
え
そ
う
だ
（
図
５
）。

　
コ
ロ
ナ
後
の
変
化
と
い
え
ば
、
宿
泊
タ

イ
プ
の
変
化
も
目
立
つ
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に

は
旅
館
で
の
滞
在
型
旅
行
の
増
加
を
反
映

し
て
１
泊
２
食
つ
き
が
増
加
し
た
が
、
こ

の
傾
向
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
素

泊
ま
り
の
割
合
は
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
も

増
加
傾
向
に
あ
る
（
図
６
）。

　
同
様
の
傾
向
は
旅
の
目
的
に
も
表
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に
大
き
く
伸
び
た

「
温
泉
」「
宿
」は
減
少
、
か
わ
り
に
「
名
所

旧
跡
」「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」「
買
い
物
」「
イ

ベ
ン
ト
」な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
が
回
復

し
た
。
そ
ん
な
中
で
変
わ
ら
ず
に
強
い
の

が
「
食
」。「
温
泉
」「
宿
」目
的
の
減
少
に
伴

っ
て
ト
ッ
プ
に
返
り
咲
き
、
改
め
て
国
内

旅
行
に
お
け
る
食
の
重
要
性
を
感
じ
さ
せ

る
結
果
と
な
っ
た
（
図
７
）。

表1	 宿泊施設のタイプトップ3（単一回答）	
 ※ベース：宿泊旅行件数

22年度 21年度 20年度

1 ビジネスホテル 25.5% 22.1% 19.4%

2 リゾートホテル 21.5% 22.0% 24.7%

3 旅館 20.2% 23.5% 26.2%

表2	目的地までの主な交通手段トップ3
	 （単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数

22年度 21年度 20年度

1 自家用車 42.1% 48.1% 53.9%

2 新幹線・特急列車 19.5% 16.2% 14.1%

3 日本航空や全日空の飛行機 14.7% 12.0% 11.0%

0（%） 20 40 60 80 100

22年度

21年度

20年度

19年度

18年度 45.4 30.3 22.8

44.2 30.4 23.9

48.1 26.2 23.8

41.5 29.4 27.3

53.9 24.3 20.1

22年度 全体

21年度 全体

20年度 全体

19年度 全体

18年度 全体

17年度 全体

16年度 全体

15年度 全体

14年度 全体

13年度 全体

図4  宿泊旅行の同行者 （単一回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数（単位：％）
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小学生以下子連れ家族旅行…小学生以下の子供を連れた家族旅行　中高生連れ家族旅行…21年度までは「中学生以上子連れ家族旅行（中学生以上20歳未満の
子供を連れた家族旅行）」　団体旅行…職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

22年度
18〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

女性

男性

女性

15.3 9.913.718.1 16.8 19.44.7

24.7 8.79.83.85.04.436.94.2

28.3 19.2 1.417.62.012.78.69.3

26.0 7.91.98.34.928.113.57.3

15.1 8.24.311.37.927.217.67.1

37.63.212.2 10.319.06.64.83.9

男性

女性

0.5

0.7

1.6

0.8

0.7

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

17.2 3.213.18.38.57.0 25.5 11.8 4.3

18.0 2.712.87.88.47.8 25.2 12.0 4.5

18.6 2.512.57.98.48.2 25.2 11.5 4.2

20.1 9.1 27.4 11.8 5.1 7.5 7.3 10.0

19.8 8.6 25.0 11.3 4.1 9.0 8.6 11.6

17.8 9.9 7.5 8.19.4 29.7 11.6 4.3 

17.2 2.912.78.48.97.3 25.7 11.1 4.5

1.0

1.6

0.9

0.9

1.2

旅
館
人
気
→

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
へ
揺
り
戻
し

滞
在
型
旅
か
ら
素
泊
ま
り
傾
向
へ

お
こ
も
り
旅
、
自
家
用
車
利
用
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
特
有
の
ス
タ
イ
ル
は
も
と
に
戻
る
傾
向
。

今
回
は
と
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
素
泊
ま
り
の
伸
び
も
目
立
つ
。
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一人旅 恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中高生連れ
家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行

団体旅行

その他

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊以上 平均
22年度
全体 58.1 24.6 10.1 3.1 1.6 2.4 1.82泊

21年度
全体 60.7 22.5 9.5 3.1 1.6 2.6 1.83泊

20年度
全体 63.6 21.1 8.9 2.7 1.4 2.3 1.75泊

表3　旅行１回あたりの宿泊数

図5　居住県内外の旅行件数の推移（推計値）

旅の
スタイル

図6　宿泊タイプ（単一回答） 
※ベース：「知人宅／車中泊・船中泊・列車泊／キャンプ・キャンピングカー／その他」以外の回答者

1泊2食つき 1泊朝食つき 1泊夕食つき 素泊まり

1.7

1.8

1.6

1.3
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居
住
県
内
旅
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居
住
県
外
旅
行

2027

1937

1855

1478

1652

10897

6817

5892

13115

14252

宿でのんびり過ごす

温泉や露天風呂

地元の
美味しいもの
を食べる

花見や紅葉などの
自然観賞

名所、旧跡の観光

テーマパーク
（遊園地、動物園、
博物館など）

買い物、
アウトレット

お祭りや
イベントへの
参加・見物

スポーツ観戦や
芸能鑑賞

（コンサートなど）

アウトドア
（海水浴、
釣り、登山など）

まちあるき、
都市散策

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、
テニスなど）

ドライブ・
ツーリング

友人・
親戚を訪ねる

その他

図7　宿泊旅行の目的（複数回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数
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全旅行者 個人旅行 パック旅行

0 0 0

22年度

21年度

20年度

19年度

18年度

図8  1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり） ※トリム1.0％平均　※追加消費行動が有効回答
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ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
の
増
加
で 

現
地
消
費
額
が
上
が
る

　
物
価
高
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
個
人
旅

行
の
費
用
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
超
え
全

項
目
で
過
去
最
高
値
に
。
滞
在
型
旅
行
が

増
え
た
コ
ロ
ナ
禍
中
に
は
現
地
消
費
が
減

少
し
た
が
そ
れ
も
増
加
に
転
じ
た
。
パ
ッ

ク
旅
行
費
用
の
減
少
は
、
沖
縄
、
北
海
道

な
ど
遠
方
へ
の
旅
行
が
減
っ
た
影
響
と
考

え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
旅
行
費
用
の
総
額
で

は
コ
ロ
ナ
前
の
９
割
近
く
ま
で
回
復
（
図

８
・
９
）。現
地
消
費
の
詳
細
で
は
移
動
、
昼

食
、
夕
食
、
観
光
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・

コ
ン
サ
ー
ト
・
祭
り
な
ど
が
戻
り
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
旅
の
復
活
を
感
じ
さ
せ
た
（
表
４
）。

宿
泊
旅
行
者
数
１
位
の
東
京
都
だ
が 

回
復
ペ
ー
ス
は
や
や
遅
い

　
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
都
心
部
へ
の
旅
行

の
激
減
で
順
位
を
落
と
し
た
東
京
都
が
、

２
０
２
１
年
度
復
活
し
て
以
来
２
年
連
続

の
１
位
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
回
復
は
や

や
遅
く
、
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
８
年
度
と

比
べ
る
と
ま
だ
７
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い

る
（
表
5
）。
東
京
都
へ
の
旅
行
者
を
発
地

別
に
見
る
と
、
全
体
に
戻
り
が
遅
い
中
で

も
、
と
り
わ
け
遠
方
か
ら
の
集
客
が
戻
っ

て
い
な
い
よ
う
だ
。
一
方
西
日
本
の
回
復

率
は
概
ね
好
調
で
、
大
阪
府
や
福
岡
県
で

は
コ
ロ
ナ
前
の
９
割
以
上
ま
で
戻
っ
て
い

る
。
前
年
度
か
ら
の
増
加
率
で
見
て
も
、

大
阪
府
は
90
・
９
％
と
倍
増
に
近
い
勢
い

を
見
せ
た
（
表
6
）。

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ

ク
へ
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
が
、
中
で
も

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
行
は
１
０
８
６
万

人
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
行
は
７
９
８

万
人
と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
増
加
し
て
い
る

（
表
7
）。
ま
た
、
全
体
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

居
住
者
の
旅
行
増
が
目
立
ち
、
中
四
国
ブ

※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
	 ここでは、全体の上下合計1.0％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

ロ
ッ
ク
と
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
へ
の
旅
行

で
は
す
べ
て
+
１
０
０
万
人
以
上
の
増
加

と
な
っ
た
。

満
足
度
は
全
国
的
に
上
昇
傾
向 

大
分
県
が
５
年
ぶ
り
総
合
１
位
に

　
総
合
的
な
満
足
度
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た

の
は
大
分
県
。
前
年
度
か
ら
９
ラ
ン
ク
上

げ
、
２
０
１
８
年
度
以
来
の
１
位
に
返
り

咲
い
た
。
そ
の
他
上
位
10
道
府
県
は
い
ず

れ
も
満
足
度
９
割
前
後
で
並
び
、
僅
差
の

ラ
ン
キ
ン
グ
と
な
っ
た
（
表
8
）。

　
全
体
で
見
て
も
満
足
度
は
年
々
上
昇
傾

向
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
大
き
く

ス
コ
ア
を
落
と
す
こ
と
な
く
上
が
り
続
け

て
い
る
。
県
内
旅
行
と
県
外
旅
行
で
比
較

す
る
と
県
外
旅
行
の
ほ
う
が
満
足
度
が
高

い
な
ど
、
遠
方
へ
の
旅
の
ほ
う
が
高
い
満

足
度
に
つ
な
が
る
傾
向
は
あ
る
が
、
県
内

旅
行
に
限
っ
て
も
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
満
足

度
は
上
が
っ
て
い
て
、
全
体
に
観
光
の
質

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
そ
の
他
、
項
目
ご
と
の
ラ
ン
キ
ン
グ
と

そ
の
理
由
は
20
ペ
ー
ジ
の
表
９
に
ま
と
め

た
の
で
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

個
人
旅
行
の
費
用
は
全
項
目
で
過
去
最
高
値
に

コ
ロ
ナ
禍
で
下
が
っ
た
現
地
消
費
も
回
復

コ
ロ
ナ
禍
中
、
お
こ
も
り
旅
で
伸
び
た
宿
泊
費
以
外
の
旅
行
費
用
は
減
少
し
て
い
た
が
順
調
に
回
復
。

全
体
と
し
て
旅
行
1
回
あ
た
り
の
費
用
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

宿
泊
旅
行
者
数
の
回
復
は
西
日
本
優
位

大
阪
、
福
岡
は
コ
ロ
ナ
前
の
9
割
に

宿
泊
旅
行
者
数
の
戻
り
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
地
域
も
あ
る
も
の
の

全
体
の
満
足
度
は
上
が
っ
て
い
て
、
観
光
の
質
の
向
上
が
感
じ
ら
れ
る
。

図9  宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
6兆6,771億円（88.7%）

パック旅行
8,525億円（11.3%）

宿泊費
2兆1,921億円（29.1%）

交通費
1兆7,647億円（23.4%）

現地消費
3兆24億円（39.9%）

パック費
5,704億円

7兆5,296億円（100.0％）

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

前年比
（%）

22年度 7兆5,296億円 60.8%

21年度 4兆6,837億円 24.4%

20年度 3兆7,659億円 -53.6%

19年度 8兆1,215億円 -6.1%

18年度 8兆6,496億円 14.8%（7.6%）

34,900円 23,600円
（40.3%） 58,500円 17,300円 15,900円 23,500円

（41.4%） 56,700円 51,100円 24,100円
（32.0%） 75,300円

表8	 総合的な満足度の高かった
	 都道府県
全体平均（前年度 84.6） 85.5%

1 大分県 90.9% 
2 鹿児島県 90.2　 
3 北海道 89.9　 
4 岩手県 89.3　 
5 京都府 88.8　 
6 長野県 88.3　 
6 石川県 88.3　 
8 長崎県 87.9　 
9 沖縄県 87.7　 
10 三重県 87.6　 

位第

表5	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数ランキング

第 位

都道府県 推計値 2022年度←18年度
増減率

全国 1億2,064万人 -18.4%
1 東京都 1,131万人 -28.1%
2 北海道 898万人 -20.8%
3 大阪府 729万人 -9.9%
4 神奈川県 561万人 -20.5%
5 静岡県 558万人 -23.9%
6 京都府 555万人 -10.9%
7 長野県 487万人 -29.7%
8 千葉県 474万人 -23.4%
9 福岡県 468万人 -5.6%
10 沖縄県 454万人 -14.8%

表6	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数増減率ランキング

第 位

都道府県 推計値
1 大阪府 90.9%
2 東京都 74.8%
3 徳島県 69.8%
4 埼玉県 67.4%
5 石川県 65.7%
6 奈良県 63.6%
7 沖縄県 59.8%
8 福岡県 59.7%
9 愛知県 58.8%
10 千葉県 56.8%

旅の
費用

都道府県別
ランキング

※金額は10の位までの四捨五入
※ツアー、宿泊プランにあらかじめ含まれていた内容以外での現地での追加消費の内訳。「主な宿泊エリア」と周

遊した「その他エリア」での追加消費が含まれる

表4	 現地消費の詳細（追加消費行動、平均回数、平均金額） 
	 ※ベース：宿泊旅行件数

現地での追加消費額
推計（億円）

平均回数
平均金額

5,151 

 3,186 

 4,138 

現地での追加消費行動
（％）

平均
回数

平均金額
（円）

22年度 21年度 20年度 19年度 18年度 22年度 21年度

直売所などで
買い物をする 58.7 57.1 61.2 61.2 61.3 － 7,820 7,260

エリア間や、
各エリア内の移動 76.5 74.0 70.1 74.4 75.1 － 9,010 8,760

朝食を食べる 29.6 27.7 25.5 29.8 30.4 1.9 1,380 1,290

昼食を食べる 66.9 64.9 66.6 70.2 70.2 2.1 1,860 1,800

喫茶・スイーツを
食べる 32.5 31.2 31.5 34.1 33.5 1.9 1,350 1,330

夕食を食べる 50.7 46.2 42.8 50.7 51.1 1.9 3,760 3,670

バーなどで
お酒を飲む 8.7 7.8 7.9 10.5 10.2 1.5 5,100 4,910

各種体験
プログラムに参加 8.4 8.5 8.4 8.2 8.0 1.6 4,110 4,140

観光施設に行く、
遊ぶ 20.7 17.8 16.7 20.9 22.6 1.7 5,150 4,670

スポーツ・
アウトドアを楽しむ 6.3 7.2 6.6 6.3 6.3 2.0 7,390 7,050

健康・美容（立ち寄り
温泉、エステ・マッサージ） 6.2 6.7 6.5 6.7 6.9 1.6 2,520 2,520

スポーツ観戦
コンサート、祭り 8.9 6.5 3.8 9.4 9.5 1.4 8,800 7,690

その他の
体験・観光 2.8 2.8 3.0 2.8 3.0 2.1 5,410 5,010

何も実施しなかった 3.2 4.4 5.1 3.9 2.9 

体
験
・
観
光

飲
食

移
動

買
い
物
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表7　居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数（21→22年度）

※ブロック別増減+100万人以上：網掛け黒文字、-0万人以上：赤字

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック（単位：万人）

北海道 東北 関東 甲信越・
北陸 東海 関西 中四国 九州 沖縄

22年度 898 1,017 2,988 1,389 1,409 2,109 1,192 1,467 454
21年度 608 775 1,902 1,089 962 1,311 808 1,014 284
20年度 526 741 1,576 996 854 1,129 774 886 265
19年度 1,091 1,191 3,488 1,735 1,586 2,188 1,279 1,559 474
22年度−21年度 290 243 1,086 300 447 798 383 453 170
北海道 67 9 47 10 7 23 9 6 1
東北 27 43 108 20 10 33 8 15 7
関東 114 115 418 154 185 196 84 122 83
甲信越・北陸 6 16 85 -6 31 49 12 11 3
東海 11 8 130 34 103 100 57 33 20
関西 41 28 139 58 79 201 105 61 27
中四国 17 19 63 15 21 87 71 57 9
九州 10 7 86 11 11 101 35 137 4
沖縄 -2 -2 10 4 -1 9 2 11 16

35,700円 24,100円
（40.3%） 59,800円 17,500円 16,000円 23,900円

（41.6%） 57,400円

総額 総額 総額

56,900円22,700円
（39.9%）34,200円

62,400円24,900円
（39.9%）37,500円

51,800円20,200円
（39.0%）31,600円

56,300円 30,300円
（35.0%） 86,500円

54,300円 27,000円
（33.3%） 81,200円

51,500円 26,300円
（33.8%） 77,800円

19,000円 13,600円 22,200円
（40.5%） 54,800円

19,900円 16,000円 24,700円
（40.8%） 60,600円

18,600円 11,100円 19,600円
（39.7%） 49,400円

55,500円 26,300円
（32.2%） 81,800円

宿泊費 交通費 現地消費 パック費 現地消費宿泊＋交通 現地消費
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国内旅行の
ビフォー／アフターまとめ

『じゃらん宿泊旅行調査2023』に見られるたコロナ前後の変化のうち、
気になる点をピックアップ。業界全体として今後の動向に注意したい。

□旅行回数増
□旅行費用増
□旅行1回あたり宿泊数増
□食が旅の目的に
□素泊まり率アップ
□格安志向
□県内宿泊件数増
□アクティビティ予約の浸透
□行かない理由＝「興味がない」増

旅行回数の増加は明るい材料だが、
割引施策などが影響した可能性も。
旅行費用の増加は、今後の市場へ
の影響や満足度の変化に気をつけ
たい。長期旅行ニーズの兆し（宿泊
数増）、コスパ志向・現地食ニーズ

（素泊まり率アップ）、格安志向（図
10）などはコロナと無関係な傾向と
いえそうだが、県内宿泊件数増、ア
クティビティ予約の浸透（図10）な
どはコロナを機に定着する可能性
がありそうだ。旅行に「興味がない」
人の増加（とくにヤング男性、図11）
はコロナで加速した可能性もある。

コロナ禍前後で変わったこと

□シニア女性の旅行実施率
□東日本の旅行者数
コロナ禍で最も国内旅行実施率が下がった
層の一つがシニア女性。調査『新型コロナ
ウイルス感染症による旅行価値観への影響』
では、最も新型コロナ感染症への恐怖心が
強い層であることも判明している。基礎人口
が多いこともあり、もともと旅行回数の多い
層だったため、この層の戻りが遅いことは旅
行市場に大きな影響を与えかねない。コロ
ナ禍を機に旅行離れが進んでしまわないよ
う、特別な施策が必要な可能性もある。東日
本の旅行者については「戻っていない」わけ
ではないが、東海・西日本と比べて戻りが遅
いことに注意したい。

コロナ禍から
戻っていないこと

□ヤングの旅行実施率
□西日本への旅行者数
□複数人での旅
□ホテルの宿泊率
ヤング層の旅行実施率は、もともと高い女
性だけでなく男性でもかなり回復している
が、この層は二極化傾向も見られ、「行く人」
の実施率アップが回復を支えている。西日本
への旅行者の回復も目立ち、とくに大阪府と
福岡県はコロナ前の9割まで戻った。グルー
プサイズの比較的大きい複数人の旅は、コ
ロナ禍で断たれた人間関係の回復を求める
動きともいえそう。ホテル宿泊率の回復は、
滞在型おこもり旅がコロナによる一時的な
動きだったことを示唆している。

コロナ禍から
戻ったこと

図11	 旅行に行かなかった理由
	 全23項目のうち、22年度の上位3位を抜粋

（複数回答／国内宿泊旅行非実施者のみ）*一次調査より
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表9　項目別に見た評価の高い都道府県ランキング図10 旅行先での意識・行動
（単一回答／1回の旅行についてのみ）
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事前（出発前）に現地での飲食店や
体験プログラムを予約する
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高級感のあるラグジュアリーな宿を選ぶ

地元ならではの
美味しい食べ物が多かった

石川県が2年ぶりに1位を奪還
石川県の「のどぐろ」「寿司」、富山県の「白海老」
や「ホタルイカ」など北陸の海鮮が人気。2位の
北海道は海鮮+「ジンギスカン」「ラーメン」が好
評で、これらは今や北海道の3大グルメと言えそ
うだ。

第 位

全体平均（前年度 62.0%） 62.9 %
1 石川県 78.3 %
2 北海道 77.6 
3 富山県 76.3 
4 宮城県 75.3 
5 香川県 73.2 
5 福岡県 73.2 
7 山形県 73.1 
8 高知県 72.8 
9 広島県 72.2 
10 岩手県 72.1 

魅力のある特産品や
土産物が多かった

北海道が初の1位を獲得
1位の北海道はミルクやじゃがいもを使用した
菓子類、海産物、ラーメン、2位の沖縄県は菓
子類やシーサーなどの工芸品、3位の石川県は
海産物と日本酒、金箔製品などが人気。バリエ
ーションの豊富さも魅力となるようだ。

第 位

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

買い物スポットの充実も高評価の理由に
千葉県は人気テーマパーク以外にスポーツ観
戦やショッピングモールなどが高評価。沖縄県
はマリンスポーツやショッピングエリア、水族館、
大阪府はテーマパーク、お笑いや音楽のライブ
イベント、名所旧跡などが人気。

第 位

全体平均（前年度 28.4%） 31.0 %

1 千葉県 52.8 %
2 沖縄県 50.9 
3 大阪府 43.7 
4 東京都 36.5 
5 北海道 36.4 
6 福岡県 35.9 
7 神奈川県 35.4 
8 長崎県 34.5 
9 和歌山県 33.5 
10 大分県 32.4 

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

15年連続不動のトップ3は今年も
1位の千葉県はテーマパークや水族館、景勝地
のほか「電車の本数が多い」など利便性もポイン
ト。2位の沖縄県は水族館やビーチに加え「シ
ーサーづくり」などものづくり体験も人気。今回
は大分県が圏外からランクインした。

第 位

全体平均（前年度 26.0%） 27.4%

1 千葉県 55.4 %
2 沖縄県 44.0 
3 和歌山県 40.3 
4 栃木県 34.4 
5 長崎県 34.3 
6 大阪府 33.2 
7 北海道 32.8 
8 大分県 32.2 
9 三重県 32.0 
10 山梨県 30.8 

地元の人の
ホスピタリティを感じた

地方ならではの雰囲気や人との交流がカギ
18回連続で1位の沖縄県については「歓迎ムー
ド」、2位の鹿児島県ではお店や宿の人の愛想
のよさやゆったりとした雰囲気が評価されてい
る。地元の人の人柄のほか、モノをもらう、会話
するなどの交流が印象に残るようだ。

第 位

全体平均（前年度 28.3%） 27.3%

1 沖縄県 46.0 %
2 鹿児島県 38.0 
3 北海道 37.1 
3 富山県 37.1 
5 秋田県 35.4 
6 大分県 32.9 
7 群馬県 30.9 
8 山形県 30.6 
9 岩手県 30.4 
10 福島県 30.2 

ご当地ならではの
体験・アクティビティが楽しめた

景勝地を活用したアクティビティが人気
大差の1位となった沖縄県では、マリンスポーツ
やイルカとの触れ合いなど海の体験を評する声
が多い。2位の群馬県は温泉やスノー、パラグ
ライダーなどのアクティビティ。3位の大分県は
温泉や「地獄めぐり」など。

第 位

全体平均（前年度 35.3%） 35.3 %

1 沖縄県 56.8 %
2 群馬県 46.3 
3 大分県 45.1 
4 北海道 44.7 
5 鹿児島県 43.2 
6 和歌山県 40.5 
7 栃木県 40.4 
7 千葉県 40.4 
9 長崎県 39.9 
10 山梨県 39.8 

魅力的な
宿泊施設が多かった

トップ3は前年度から変動なし
1位の大分県は温泉旅館やホテル、2位の沖縄
県はリゾートホテルを中心に、特定の宿泊施設
を評価するコメントが目立つ。圏外から6位にラ
ンクインした和歌山県では白浜温泉を中心に
温泉旅館やホテルの名前が多く挙がった。

第 位

全体平均（前年度 50.2%） 48.9  %
1 大分県 66.4 %
2 沖縄県 64.1 
3 群馬県 58.6 
4 北海道 57.4 
5 京都府 56.7 
6 和歌山県 55.9 
7 山形県 55.0 
8 静岡県 54.9 
9 神奈川県 54.6 
10 石川県 54.4 

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

2位の沖縄県はナイトスポットでも高評価
千葉県は2015年度以来の1位。テーマパーク
やライブ会場、リゾートホテルなどが評価され
た。2位の沖縄県はビーチや水族館などの観光
地に加えて居酒屋・バーや歴史的史跡など幅広
い支持を得た。京都府は神社仏閣で人気。

第 位

現地で良い観光情報を
入手できた

1位の沖縄県は地元住民情報への評価が高い
ホテルや案内所、パンフレットなどの情報源に
加え、SNSやインターネット、地元住民、タク
シー運転手などからの情報が評価されやすい。
沖縄県の評価は住民からの情報が主。京都府
は地図などツールの利便性を挙げる声も。

第 位

全体平均（前年度 28.1%） 27.9%

1 沖縄県 42.9 %
2 北海道 37.5 
3 京都府 35.4 
4 奈良県 34.2 
5 富山県 33.5 
6 広島県 32.5 
7 秋田県 31.6 
8 鹿児島県 31.1 
9 大分県 30.9 
10 島根県 30.8 

全体平均（前年度 40.2%） 42.6%

1 千葉県 56.7 %
2 沖縄県 55.1 
3 京都府 53.7 
4 長崎県 49.9 
5 北海道 47.8 
6 島根県 47.5 
7 神奈川県 47.4 
7 大分県 47.4 
9 和歌山県 47.1 
10 三重県 46.4 

全体平均（前年度 50.9%） 52.4%

1 北海道 67.1 %
2 沖縄県 66.1 
3 石川県 62.9 
4 宮城県 62.7 
4 京都府 62.7 
6 福岡県 61.0 
7 広島県 60.4 
8 鹿児島県 59.9 
9 秋田県 59.8 
10 長崎県 59.4 

□旅行実施率減
□旅の少人数化
□アクティビティの予約化
□おこもり旅
□近場旅

コロナ禍で起こったこと

コロナ禍中には移動の制限が呼びかけられたこと
から、そもそも旅行の実施率自体は大きく低下。旅
行をするにしても、不特定多数の人との接触を避け
るため、同行者は夫婦や恋人など最も身近な人に
限られ、行き先も短時間で行ける近場が主流に。
旅先ではあまり出歩かず、旅館やホテルに滞在して
ゆっくり過ごす人が増え、旅先でのアクティビティ
についても、人数制限などの関係で事前予約がな
いとできない場合が多くなった。
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格安の宿を選ぶ
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